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改修　　  その例 １ ～ファミリープラン～

若い夫婦と子供たち家族の住まい

ここからは、前ページの町家の改修例になります。まずはファミリープランのご紹介です。

1階

このプランではキッチンの位置を

ずらしています。

水回りの位置を大きく動かすと

その分、配管の費用もかかります。

（→P14)

中庭に面した部屋は

明るく風通しもよいので

家族の居間を配置しました。

土間だったスペースに床を張りました。

予算にもよりますが、防湿・断熱できると

よいです。（→P13）

改修プランを考える際には

耐震性能を高めるために

間口方向の耐震壁を意識して

いれられるとよいです。

（→P12)

風呂と洗面は

元の水回りの近くに

配置しました。

小さな子供がいる若い夫婦が P3 ～ 4 の町家を改修して暮らすことをイメージした改修例です。

子供が小さい時期、少し大きくなって個室がほしい時期、そして巣立っていった後、などライフステージに

合わせて使い方を変えていけるようにしたいものです。

雁木は個人の所有でありながら、

地域の共有財産でもあります。

改修するなどして残していきましょう。

（→P11）

車 どうする？

まちなかに暮らしていても特に若い世代は車は１～２台は必要ですね。

町家暮らしの方々は駐車場をどうしているのでしょう。

①１階雁木に面した部分に駐車スペースをつくる。

（または土間（ミセ）に車を入れられるようにする）

②隣の町家が空いたら購入し、車庫をつくる。

③近所に駐車スペースを借りる。

④裏通りに面して車庫をつくる。

雁木に面して駐車スペースを設置した例

ミセ土間に車を入れられるよう

改修した例
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２階

もともとあった吹抜けを復活させています。

ここを家族の動線の中心とするように

階段をこちらに新設しました。

耐震壁を設置しています。

２階の耐震壁は１階に耐震壁があるところに

設置すると効果があります。（→P12）
とりあえず使わない部屋は手を入れず、

用途が決まってから改修、という手もあります。

子育てファミリーの町家で暮らすメリット

●物件を安く手に入れられ、トータルとしてコスト安にすることができる。

●割安でまちなかに居住できる。

●新築ではないので、のびのび子育てができる。（多少のキズは気にならない？）

●デザインの楽しみがある。

●小学校から高校まで徒歩や自転車で通学できる。
まちなかでのびのび子育て

このプランの改修工事費用は？

・基礎改修工事

・耐震補強工事 （柱 ・梁補強、 耐震壁設置など）

・ 防湿 ・断熱工事

・ １階内装工事 （床張り ・ 壁クロス貼り）

・ キッチン ・ 風呂 ・ トイレ ・ 洗面

・階段 ・吹抜け工事

・ ２階内装工事

・配管 ・電気工事

・ ガレージ

　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計

※諸条件によってかわってきますので、 あくまで参考としてください。
※参考

裏通りの畑だったスペースに

ガレージを設置しました。（→P11)

まちなかで子育て、

してみませんか？
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町家の吹抜けは

立派な梁が見えて

かっこいいね。

２階への吹抜けの例 小屋裏の吹抜けの例

※既存品の再利用などでコストを下げることもできます。


